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認定患者数（716名）
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新潟水俣病
はじめての

※ 現在、 新潟昭和㈱（㈱レゾナック・ホールディングスの子会社）が、主にケイプラパイプを製造しており、排水のpH調整処理など、環境保全に取り組んでいます。 
※ 石灰石及びコークスからカーバイドを生成し、これがアセチレンや石灰窒素の原料となります。

（写真提供 坂東克彦氏）

公健法による認定患者数716人、水俣病総合対策医療事業対象者 2,980人

※ 排出された無機水銀が、ある種の微生物によりメチル化され、
　 プランクトン等に取り込まれる場合もあります。

食物連鎖によるメチル水銀の蓄積
新潟水俣病被害者の発生状況（202４年１２月現在）

（申請時の住所：旧市町村名による分類）

昭和電工(株)鹿瀬工場では…
酢酸や酢酸ビニル等の原材料となるアセトアルデヒド
を生産していました。(1936年～1965年) 
アセチレンからアセトアルデヒド生成の際、水銀化合物
を使用し、メチル水銀が副生されました。

なぜ、阿賀町(旧鹿瀬町)に化学工場ができたの…
水が豊富な阿賀野川の鹿瀬発電所の電力を利用でき、近くに
原料となる石灰石があり、また、安い労働力を活用できたこと
などから化学工場が建てられました。

新潟水俣病の発生と身体的被害

新潟水俣病の始まり

なぜ、新潟で水俣病が発生したのでしょうか？

新潟水俣病の原因

メチル水銀の人体への蓄積
　水俣病は、工場排水に含まれるメチル水銀が原因
となって起こった公害病です。
　阿賀野川のプランクトンに取り込まれたメチル
水銀は、川魚に数十万倍もの高濃度に濃縮蓄積
され、この魚をたくさん食べた人たちが水俣病に
なってしまったのです。

 　原因を調査したところ、阿賀町（旧鹿瀬町）にあった化学工場の昭和電工
(株)鹿瀬工場が、メチル水銀を含んだ排水を阿賀野川に流していたことが
わかりました。

新潟水俣病の被害
　水俣病のことを隠して亡くなった人や、知らずに亡く
なった人もいると言われ、新潟水俣病の正確な被害者の
数ははっきりわかっていません。
　体内に入ったメチル水銀は、脳の神経細胞を破壊し、
感覚障害（視覚、聴覚等）や手足のしびれ、頭痛、めまい
など様々な身体的な症状が現れ、今でも日常生活で苦し
んでいる方がいます。

　水俣病が熊本で1956年に公式発見されてから9年
後、新潟県においても阿賀野川流域で水俣病の発生が
確認されました。
　1965年1月、新潟市の入院患者を新潟大学医学部
附属病院で診察したところ、有機水銀中毒の疑いが

持たれました。同年5月、新潟大学医学部から新潟県に
「原因不明の有機水銀中毒患者が阿賀野川下流域に
散発している」と報告がありました。そのとき患者は７
人で、既に２人が死亡していました。これが、第2の水
俣病となる「新潟水俣病」の始まりでした。
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阿賀野川は、新潟・福島・群馬の3県にまたがり、
源流は、栃木・福島県境の荒海山に発し、
上流の福島県では阿賀川と呼ばれています。
また、いくつかの大きな支流に分かれ、
有名な水源として猪苗代湖や尾瀬沼・只見川があります。

（平成5年～14年平均の年間流出量）

川の長さ
流出量

流域面積

210km（日本で10番目）
129億㎥（日本で2番目）

7,710k㎡（日本で8番目）

新潟水俣病関係 年表
年　月　日 事　　項

1929年（昭和  4年）

1936年（昭和11年）  3月

1956年（昭和31年）  5月 1日

1957年（昭和32年）  5月

1959年（昭和34年）  1月 2日

1965年（昭和40年）  1月 10日

  5月 31日

  6月12日 

  6月16日 

  

  6月28日

1966年（昭和41年）  5月 17日

1967年（昭和42年）  6月 12日

1968年（昭和43年）  9月26日

1971年（昭和46年）  8月 7日

1971年（昭和46年）  9月29日

1977年（昭和52年）  7月  1日

1978年（昭和53年）  3月24日

1982年（昭和57年）  6月21日

1992年（平成4年）  3月31日

1996年（平成8年）  2月23日

  2月27日

2001年（平成13年）  8月 1日

2004年（平成16年） 10月 15日

2007年（平成19年）  4月 27日

2009年（平成21年）  4月 1日

  6月 12日

2010年（平成22年）  5月 1日

2011年（平成23年）  3月 3日

2012年（平成24年）  7月 31日

2013年（平成25年）  4月 16日
 
 12月 3日

 12月11日

2014年（平成26年）  3月 7日

2015年（平成27年）  3月 23日
2016年（平成28年）  5月 30日

2017年（平成29年） 11月 29日

2018年（平成30年）  3月 23日

2019年（平成31年）  2月 4日

  3月 5日

2024年（令和6年）  4月18日

昭和肥料鹿瀬工場、カーバイド、石灰窒素等の生産開始

昭和合成化学工業鹿瀬工場、水銀等を触媒にしてアセトアルデヒド生産開始

熊本県で脳症状を呈する患者の発生  水俣病の公式発見

昭和電工、昭和合成化学工業を吸収合併し、鹿瀬工場のアセトアルデヒド生産設備を増強

昭和電工鹿瀬工場裏手のカーバイド残さ捨場が崩壊、阿賀野川へ流出、河口まで大量の魚が死滅

昭和電工鹿瀬工場、アセトアルデヒドの生産を停止

新潟大学 椿・植木両教授、新潟県衛生部に対し
原因不明の水銀中毒患者が阿賀野川下流域に散発と報告  新潟水俣病の公式確認

新潟大学 椿・植木両教授と新潟県衛生部、
阿賀野川流域に有機水銀中毒患者７人発生、うち２人死亡と公表

新潟県と新潟大学、合同で新潟県水銀中毒研究本部を設置（6月21日、新潟県水銀中毒対策本部設置）

新潟大学医学部など、阿賀野川流域住民の健康調査を開始

新潟県水銀中毒対策本部、阿賀野川下流の魚介類採捕規制について行政指導実施決定
（7月1日～8月31日横雲橋下流採捕規制、9月1日～食用抑制に切替）

新潟大学 滝澤助教授、新潟県水銀中毒対策本部に、鹿瀬工場の排水口の水苔からメチル水銀を検出したと報告

新潟水俣病第１次訴訟提訴

政府、水俣病についての統一見解を発表
※新潟水俣病は、昭和電工鹿瀬工場のアセトアルデヒド製造工程中で副生されたメチル水銀化合物が大きく関与して中毒発生の基盤となっている。
※熊本水俣病は、チッソ水俣工場のアセトアルデヒド・酢酸製造工程中で副生されたメチル水銀化合物が原因である。

環境庁事務次官通知（昭和46年判断条件－いずれかの症状があれば水俣病）

新潟水俣病第１次訴訟判決（原告勝訴、確定）

環境庁環境保健部長通知（昭和52年判断条件－症状の組合せが必要）

阿賀野川水銀汚染等調査専門家会議、阿賀野川の水銀汚染の安全宣言

新潟水俣病第２次訴訟提訴

新潟水俣病第２次訴訟第１陣判決（水俣病罹患を認めたが国の責任は否定。昭和電工、原告控訴）

新潟水俣病第２次訴訟第１陣、東京高裁で和解成立

新潟水俣病第２次訴訟第２陣～８陣、新潟地裁で和解成立

新潟県立環境と人間のふれあい館が開館

熊本水俣病関西訴訟最高裁判決（国・熊本県の責任を認定）

新潟水俣病第３次訴訟提訴

新潟県、「新潟水俣病地域福祉推進条例」施行

ノーモア・ミナマタ新潟全被害者救済訴訟（第４次訴訟）提訴

水俣病救済特別措置法に基づく給付申請の受付開始

ノーモア・ミナマタ新潟全被害者救済訴訟（第４次訴訟）和解成立

水俣病救済特別措置法に基づく給付申請の受付終了

水俣市の女性を水俣病患者と認定するよう熊本県に求めた訴訟で、認定を棄却とした熊本県の上告を棄却する最高裁判決
大阪府の女性を水俣病患者と認定するよう熊本県に求めた訴訟で、大阪高裁判決を破棄し、審理差し戻しの最高裁判決

新潟水俣病第１次抗告訴訟提訴

ノーモア・ミナマタ新潟第２次全被害者救済訴訟（第５次訴訟）提訴

環境省、「公健法律に基づく水俣病の認定における総合的検討について」関係自治体に通知

新潟水俣病第３次訴訟新潟地裁判決（原告10人中７人の水俣病罹患を認めたが、国・県の責任は否定。原告、昭和電工控訴）
新潟水俣病第１次抗告訴訟新潟地裁判決（原告９人中７人を水俣病と認め、２人を棄却。棄却された原告２人と新潟市が控訴）

新潟水俣病第１次抗告訴訟東京高裁判決（原告９人（うち８人が第３次訴訟原告）全員を水俣病と認める。新潟市は上告せず判決確定）

新潟水俣病第３次訴訟東京高裁判決（原告２人の請求を棄却し、国、県の責任は否定。原告２人が上告）

新潟水俣病第２次抗告訴訟提訴

新潟水俣病第３次訴訟最高裁判決（原告２人の上告棄却）
ノーモア・ミナマタ新潟第２次全被害者救済訴訟（第５次訴訟）新潟地裁判決

（途中で認定された２人を除く原告45人中26人を水俣病と認めたが、国の責任は否定。原告及び昭和電工が控訴）

資料中に記載の出展・引用のほか、新潟県「新潟水俣病のあらまし（令和５年度改訂）」及び「新潟水俣病が教えてくれたもの～人間の活動と環境のかかわり～」より引用
表紙写真提供：国土交通省北陸地方整備局阿賀野川河川事務所（令和６年10月撮影）

発行者　新潟県（新潟県立環境と人間のふれあい館 ―新潟水俣病資料館―）
R7.3　一部補正

詳細な年表はこちら


